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人称 人称代名詞 主格人称接辞<…が(は)> 目的格人称接辞
<…を/に> 自動詞型 他動詞型 
1 単 私 kani カニ ku=/ k= ク/ク en= エン 
1 複 私たち注 cóka チョカ ci=/ c= チ/チ =as アシ un= ウン 
2 単 あなた eani エアニ e= エ 
2 複 あなたたち ecioká エチオカ eci= エチ 
3 単 彼(自身) sinuma シヌマ 0= (ゼロ) 
3 複 彼ら(自身) oka オカ 





不複 不定の人注 aoká アオカ 
                                                     
1 アイヌ語：系統不明。かつては本州東北地方の北半分、北海道、千島、樺太(サハリン)で使用されていた。
母音音素は 5個(a, i, u, e, o)、子音音素は 12個(p, t, k, c, s, r, m, n, w, y, h, ʼ)である(以上、田村 1988: 7, 12要約)。 
2 田村(1996) は沙流方言に関する記述だが、人称接辞に関しては千歳方言と差異が無いので参照する。 
3 誤植と思われる。正しくは、自動詞型が an=、他動詞型が a= (an=) である。 
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(中略) 




1 複で-as が、不複で-an が接尾するものは自動詞のみである。 
 (田村 1996: 11-12) 




<表 1> 主格人称接辞[若]6 
 単数 複数 
1 人称 ku=  《私が～》 ʼ an= / =ʼ an  《私たちが～》 
2 人称 ʼ e=  《おまえが～》 ʼ eci=  《おまえたちが～》 
3 人称 ゼロ  《彼が、彼女が～》 = (a) hci  《彼ら・彼女らが～》 
(中略) 
ただし、「老人ことば」では 1 人称複数接辞ʼan= / =ʼ an を 1 人称単数接辞として使う。老人であるタ
ケさんが、Tahkonanna ʼ an= nee. 《私はタッコナンナだ》というように使う。 
 (村崎 2010: 17-18) 
1.2. アイヌ語における名詞抱合 




(1) a=      en=      tus-  ani-    re 





 (中川 1998: 7-8 要約) 
                                                     























(2) ku=     koy-  yanke. 
  1SG. NOM  波 上げる 
「私を波が打ち上げる」 
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表 1: 用例と制約・緩和要素の関係 







総数 444 35 29 9 
比率 85.9% 6.8% 5.6% 1.7% 
制約 主語抱合  ○ ○ ○ 
高い特定性   ○  
形態と意味の不
一致 
   ○ 
緩和要素 背景化の必要性  ○ ○ ○ 
再帰解釈   ○  
(佐藤 2012: 28 をもとに筆者作成) 
これによって、制約に当てはまっているほど、用例の数が少なくなっていることが分かる。 











 3. で述べた点について、千歳方言と樺太方言のテキストをそれぞれ調査する。 
4.1. 調査方法 
 テキストから名詞が抱合されている部分を手作業で抽出する。人称接辞によって名詞抱















・『UKOYTAH Ⅰ』(以下『UKOYTAH』)…3 ページ   ・『トンコリ娘』…6 ページ 
・『ʼUCASKUMAⅠ』(以下『Ⅰ』)…4 ページ      ・『嫁取り物語』…12 ページ 
・『ʼUCASKUMAⅢ』(以下『Ⅲ』)…10 ページ      ・『イムー女』…8 ページ 
 










表 2: 作品別の被抱合名詞 
『少年』 ceppo(4)/ cep(4) / cise(3) / top(2) / aynu(2) / kotan(2) / kema(2)  
sake(1) / ape(1) 
『カニ』 urar(1)  
『ペナンペ』 kane(2) / sito(1) / konkane(1)  
『キネズミ』 cep (4) / kema (2) / kotan (1) / cise (1) / apa(1) 








(3) (主人公が、昔話を終えて) kema-    pase    =an     pe   ne  korka… 
             足(所属形)  重くなる  INDEF. NOM もの  だ けれど 
「私は足が重くなったものだけれど(年をとったけれど)」         (『少年』142) 
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(4)  a=       kotanu     a=      nonkar   rusuy.  
  INDEF. NOM  村(所属形)   INDEF. NOM  見回る  ～したい 
 
a=      unihi    a=     nonkar  rusuy   ruwe ne na. 
INDEF. NOM  家(所属形)  INDEF. NOM 見回る  ～したい  のだ   よ 
「自分の村の様子を見てきたい。家の様子を見てきたい」       (『キネズミ』106) 
 
[用例部分] 
(5)  kotan-  nonkar  =an     cise-  nonkar  =an     yakun    orowa  
  村  見回る  INDEF. NOM 家  見回る  INDEF. NOM ～ならば  ～したら 
 
hosipi  =an. 
帰る  INDEF. NOM 













- 173 - 
 
表 3: 作品別の被抱合名詞 
『UKOYTAH』 nii(1) / cep(1) 
『Ⅰ』 tumi(2) / pah(2) 
『Ⅲ』 usiw(3) /cise(1) /mee(1) 
『トンコリ娘』 ceh(1)  
『嫁取り物語』 nii(6) / ipe(5) / mah(2) / cise(1) 
『イムー女』 nii(6) / ceh(2) / ipe(2) / mee(1) 








(6)  ʼe = ʼimiyehe  ku=     mii   ʼike   ku=     mee  -rayki. 
  2SG 着物  1SG. NOM  着る  ～すると 1SG. NOM  寒さ  殺す 






(7)(私は) si’anno  meerayki -wa    ʼariki -ʼanike  
    本当に  寒い   ～して  来る  ～ので 







(8)  sine   wen  ʼusiw -koro =hci     manuu. 
  一人   悪い  召使  持つ  3SG. NOM  だと 
「一人の家来をもったとさ。」                      (『Ⅰ』20) 
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1/ 2/ 3   1/2/3 person  1/ 2/ 3 人称       NOM  nominative  主格人称 
INDEF     indefinite   不定人称       ACC  accusative  対格人称 
SG    singular    単数         -        形態素境界 
PL    plural     複数         =        人称接辞境界 
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